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去
る
、
六
月
八
日
㈭
石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
に
て
、
平
成
二
十
九
年
度
第
五
回
定

時
社
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
石
巻
税
務
署
署
長　

佐
々
木

伸
様
、
宮
城
県
東
部
県
税
事
務
所
所
長　

大
泉
秀
一
様
、
東
北
税
理
士
会
石
巻
支
部

副
支
部
長　

鶴
田
勇
治
様
、
当
会
と
姉
妹

法
人
会
で
あ
る
公
益
社
団
法
人
豊
島
法
人

会
副
会
長　

天
沼
友
一
様
ほ
か
友
誼
団
体

か
ら
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席
を

得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
初
め
に
既
に
理
事
会
で
承

認
さ
れ
た
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
三
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
通
り
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
優
良
経
理
員
表
彰
、
会

員
増
強
功
労
者
表
彰
、
経
営
者
大
型
保
障

制
度
三
年
十
億
円
増
収
計
画
特
別
奨
励
策

感
謝
状
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら

の
様
子
は
次
ペ
ー
ジ
に
て
詳
し
く
記
載
し

て
お
り
ま
す
。

報
告
及
び
議
案
は
下
記
の
通
り

【
報
告
事
項
】

◇
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
の
件

◇
平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
報
告
の
件

◇
平
成
二
十
九
年
度
収
支
予
算
報
告
の
件

【
議
　
　
案
】

◇
第
一
号
議
案

　

平
成
二
十
八
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

＝
監
事
監
査
報
告
＝

◇
第
二
号
議
案

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
承
認
の
件

◇
第
三
号
議
案　

そ
の
他

第
五
回
定
時
社
員
総
会
を
開
催

平成29年度　石巻法人会役員一覧
職　名 氏　　　名 企　　業　　名 支　部
会　長 松　本　　　賢 ㈱石巻精機製作所 石 　 巻
副会長 大河原　　　惇 ㈱大河原光学 石 　 巻

尾　形　和　昭 協立塗料㈱ 石 　 巻
松　本　俊　彦 ㈱松弘堂 石 　 巻
伊　藤　武　彦 カガク興商㈱ 石 　 巻
髙　橋　悌太郎 髙橋屋根工業㈱ か ほ く
櫻　井　一　義 ㈱櫻井建設 東 松 島

理　事 浅　野　辰　之 宮城ヤンマ－㈱ 石 　 巻
安　達　瑞　雄 ㈱七星社 石 　 巻
久　我　文　敏 久我建設㈱ 石 　 巻
後　藤　宗　徳 ㈱ソーワダイレクト 石 　 巻
木　村　研　一 ㈱ゼン・インターナショナル 石 　 巻
若　生　保　彦 若生工業㈱　 石 　 巻
佐　藤　幸太郎 東北電子工業㈱ か ほ く
千　葉　初　男 ㈲千葉建設 か ほ く
今　野　将　克 ㈲今弥商店 か ほ く
岩　倉　　　宏 ㈱桃生交通 河 南 桃 生
阿　部　秀　敏 ㈱エヌエス機器 河 南 桃 生
伊　藤　伸　彦 ㈱伊藤建材 河 南 桃 生
大　森　宣　勝 ㈱ちゃんこ萩乃井 東 松 島
三　浦　　　剛 みうら家具㈱ 東 松 島
千　葉　伸　芳 ㈱東松島まるせんタクシー 東 松 島
佐　藤　牧　観 ㈱上東五和 東 松 島
村　上　雅　紀 ㈱オーテック 女 　 川
遠　藤　　　貢 女川魚市場買受人㈿ 女 　 川
武　山　良　治 ㈲報武工務店 女 　 川
岩　佐　泰　啓 ㈱アミックス 石 　 巻
佐　藤　昌　良 ㈱丸本組 石 　 巻
鶴　岡　昭　雄 ㈱アーバンプラント 石 　 巻
井　上　　　一 ㈱井上 石 　 巻
守　　　健　夫 ㈱守平商店 東 松 島
青　木　八　州 石巻ガス㈱ 石 　 巻
小野寺　　　靖 丸興産業㈱ 河 南 桃 生
大　森　信治郎 ㈱大もり屋本店 石 　 巻
阿　部　博　昭 ㈱ヤマト屋書店 石 　 巻
和賀井　啓　之 ㈱ステップ 河 南 桃 生
齋　藤　祐　司 ㈱齋武商店 石 　 巻
遠　藤　利　夫 ㈱遠藤商会 石 　 巻
今　野　英　樹 今野梱包㈱ 青年部会長
杉　浦　みち子 ㈱杉浦鉄工所 女性部会長

監　事 木　村  　　 繁 石巻商工信用組合 石 　 巻
石　堂　紳　一 ㈲石堂会計事務所 石 　 巻
佐々木　　　淳 石巻信用金庫　　 石 　 巻

顧問・相談役・参代
顧　　問／高橋　貞夫　　齋藤　　實　　平塚　善司　　遠藤　祐也
相  談  役／鈴木　啓三　　大槻　勝男　　佐藤　良智　　千葉　政武
　　　　　澤村　文雄　　上岡　國夫　　近江　惠一
参　　与／浅野　　亨

【
臨
時
理
事
会
】

会
長
・
筆
頭
副
会
長
・
副
会
長
の
選
任
に

つ
い
て

・
会
長
・
代
表
理
事

　

松
本　
　

賢　

㈱
石
巻
精
機
製
作
所

・
筆
頭
副
会
長

　

大
河
原　

惇　

㈱
大
河
原
光
学

・
副
会
長
・
業
務
執
行
理
事

　

尾
形　

和
昭　

協
立
塗
料
㈱

　

松
本　

俊
彦　

㈱
松
弘
堂

　

髙
橋
悌
太
郎　

髙
橋
屋
根
工
業
㈱

　

櫻
井　

一
義　

㈱
櫻
井
建
設

　

伊
藤　

武
彦　

㈱
カ
ガ
ク
興
商

平
成
二
十
九
年
度
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総
会
終
了
後
、
同
会
場
に
て
平
成
二
十
九
年
度
優
良
経
理
員
表
彰

と
平
成
二
十
八
年
度
会
員
増
強
功
労
者
表
彰
並
び
に
経
営
者
大
型
保

障
制
度
三
年
十
億
円
増
収
計
画
特
別
奨
励
策
感
謝
状
表
彰
が
行
わ
れ
、

十
四
名
の
皆
様
が
晴
れ
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

優
良
経
理
員
表
彰
は
、
経
理
担
当
者
の
資
質
向
上
を
図
る
目
的
で

毎
年
実
施
し
て
お
り
、
会
員
企
業
か
ら
推
薦
さ
れ
た
十
年
以
上
の
勤

務
経
験
の
あ
る
優
秀
な
経
理
担
当
社
員
を
受
賞
対
象
者
と
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
左
記
の
六
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

会
員
増
強
功
労
者
表
彰
は
、
会
員
増
強
運
動
の
一
環
と
し
て
こ
ち

ら
も
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
会
員
増
強
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
受
賞
対
象
者
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
今
回
初
め
て
保
険
制
度

の
特
別
奨
励
策
表
彰
が
あ
り
、
五
社
の
皆

様
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
総
務
委
員
会
等
で
審
査
し
表

彰
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
五
月
十
一
日
㈭

北
京
大
飯
店
に
て
、
青
年
部
会
平

成
二
十
九
年
度
報
告
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
石
巻
税
務
署
署
長　

佐
々
木
伸
様
、
石
巻
税
務
署
法
人

課
税
第
一
部
門
統
括
国
税
調
査
官

　

藤
沢
孝
様
、
東
北
税
理
士
会
石

巻
支
部
副
支
部
長　

松
川
利
夫

様
、
一
般
社
団
法
人
石
巻
青
年
会

議
所
理
事
長　

宇
都
宮
光
博
様
を

は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々

に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
上
程
し
た
議
案
す
べ
て
が
原
案
通
り
承
認

さ
れ
、
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
後
行
わ
れ
た
会
員
交
流
会
で
は
、
は
じ
め
に
卒
業

会
員
へ
の
卒
業
証
書
と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
今
回
は

代
表
し
て
㈱
石
巻
青
果　

及
川
佳
洋
氏
が
受
け
取
り
、
一
言

求
め
ら
れ
た
際
に
は
「
青
年
部
会
の
活
動
で
は
、
昨
年
の
婚

活
事
業
が
一
番
の
思
い
出
で
す
」
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
及
川
氏
を
交
え
た
交
流
会
で
は
新
年
度
事
業

に
向
け
た
意
欲
的
な
話
題
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
役
員
に
は
、
左
記
の
方
々
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
部
会
で
は
、
五
月
二
十
三

日
㈫
に
、
石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

に
て
石
巻
税
務
署
署
長
佐
々
木
伸

様
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
を
お
招

き
し
て
平
成
二
十
九
年
度
報
告
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
並

び
に
決
算
報
告
・
平
成
二
十
九
年

度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
が
承
認

さ
れ
、
報
告
会
は
滞
り
な
く
閉
会

致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
報
告
会
終
了
後
、
第
二

部
に
交
流
会
、
そ
し
て
第
三
部
と
し
て
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

講
師
に
は
、
姿
勢
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ボ
デ
ィ
ス
タ
イ
リ
ス
ト

の
比
嘉
美
佐
子
氏
を
お
迎
え
し
「
姿
勢
か
ら
心
と
身
体
の
美

と
健
康
を
〜
魅
せ
る
大
人
の
姿
勢
術
」
と
題
し
て
美
し
い
姿

勢
や
健
康
を
保
つ
方
法
な
ど
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
役
員
に
は
左
記
の
方
々
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
の
功
労
・
顕
著
な
貢
献
を
称
え

十
四
名
に
表
彰
状
な
ど
授
与

平
成
二
十
九
年
度  

報
告
会

青
年
部
会

平
成
二
十
九
年
度  

報
告
会

女
性
部
会

平成29年度  女性部会役員名簿
職　名 氏　　名 会　　社　　名

部  会  長 杉浦みち子 ㈱杉浦鉄工所
副部会長 岩倉智津江 ㈱桃生交通

松本　芙美 ㈱アシハラ
木村美保子 ㈱ゼン・インターナショナル

幹　　事 大森八重子 ㈲大森花園
勝又　和子 ㈱カツマタ
菊地　幸子 ㈱菊地モータース
斎藤　浩子 ㈱宮城電気サービス
高橋　和子 北上電設工業㈱
斉藤喜和子 石巻みなと商運㈱
佐藤　節子 ㈲佐藤設備
佐々木ミチ子 ㈱ヤマサコウショウ
渡辺ひろ子 桃建工業㈱
斎藤さき子 河北トラック㈱

顧　　問 根子　邦枝 ㈱共和車輌
相  談  役 阿部　信子 豊和建設㈱

平成29年度  青年部会役員名簿
職　名 氏　　名 会　社　名

部  会  長 今野　英樹 今野梱包㈱
副部会長 加納　茂信 ㈱ランプワークス

柳橋　哲也 ㈱ほけんセレクト
高橋　　一 ㈲アグリサービス高勝

幹　　事 岩倉　　準 ㈱桃生交通
雁部　伸浩 ㈱ケアーサービス希慈
今野　貴史 ㈲エステートコンノ
齋藤　祐司 ㈱齋武商店
佐々木範嗣 ㈱エスエスケー
鈴木　　毅 大同生命保険㈱石巻営業所
高橋　政則 ㈲高橋建機工業
松永　有一 マツナガ
山本　一弘 ㈲北京飯店
渡邊　宏紀 桃建工業㈱

顧　　問 木村　知樹 ㈱きむら葬儀社
相談役（賛助会員） 菅松　敏行 ㈲菅松石材工業

【
優
良
経
理
員
表
彰
者
　
六
名
】�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

佐
藤　

浩
美　

㈱
ヒ
ラ
ツ
カ

　

熊
谷　

優
子　

協
業
組
合
石
巻
浄
化
槽
管
理
セ
ン
タ
ー

　

髙
橋　

加
代　

㈱
丸
平
か
つ
お
ぶ
し

　

西
條　

由
紀　

㈱
堀
内
建
設

　

千
葉
加
代
子　

東
北
電
子
工
業
㈱

　

渡
辺　

る
み　

㈱N
O
M
CO
&
CO
.

【
会
員
増
強
功
労
者
表
彰
　
三
名
】�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

秋
月　

義
友　

ア
フ
ラ
ッ
ク
募
集
代
理
店

　
　
　
　
　
　
　

㈱
秋
月
ト
ー
タ
ル
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

　

加
納　

茂
信　

㈱
ラ
ン
プ
ワ
ー
ク
ス

　

髙
橋
悌
太
郎　

㈱
髙
橋
屋
根
工
業

【
経
営
者
大
型
保
障
制
度
三
年
十
億
円
増
収
計
画

特
別
奨
励
策
感
謝
状
表
彰
　
五
名
】

　

日
本
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
㈱
石
巻
支
店

　

㈱
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
仙
台
支
店

　

大
同
生
命
保
険
㈱
石
巻
営
業
所　

菊
地　

康
博

　

合
同
会
社
ユ
カ
リ
パ
ワ
ー

　

ア
フ
ラ
ッ
ク
募
集
代
理
店
㈱
秋
月
ト
ー
タ
ル
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

　

秋
月　

義
友
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事 報業 告

「第20回骨髄バンクいのちの輝き展」へ協力 公益社団法人豊島法人会青年部会との交流会

日　　時　平成29年6月18日㈰　12：45
会　　場　イオンモール石巻

参加者　部会長　今野　英樹

日　　時　平成29年7月1日㈯・2日㈫
会　　場　女川ハマテラス・石ノ森萬画館ほか

参加者　13名（豊島法人会・部会員を含む）

女
性
部
会

本
部
会

青
年
部
会

平成29年度新入社員セミナー

日　　時　平成29年4月12日㈬　10：00
会　　場　石巻グランドホテル
講　　師　㈱ブレーン講師/㈱ビーフォリア代表取締役　橋本　泉 氏

参加者数　50名（会員・非会員含む）

日　　時　平成29年4月21日㈮　13：30
会　　場　石巻グランドホテル
講　　師　㈱ホップステップ講師/㈱人事サポートプラスワン代表取締役

松本　健吾 氏
参加者数　50名（会員・非会員含む）

「やさしくわかる庶務総務の実務」セミナー

第12回法人会全国女性フォーラム鹿児島大会

日　　時　平成29年4月7日㈮・8日㈯　14：00
会　　場　城山観光ホテルほか

【記念講演】演題：「明日の社会と税金を語る～霞が関からワシントンまで～」
講　　師　㈱国際協力銀行 代表取締役専務取締役　林　信光 氏

参加者　10名（部会員のみ）

県女連　平成29年研修会事業

日　　時　平成29年6月21日㈬　11：00
会　　場　南三陸ホテル観洋

参加者数　10名（部会員のみ）
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【お問い合わせ先】（公社）石巻法人会　TEL 0225－93－6704　FAX 0225－93－6705　e-mail　info@i-houjinkai.jp

・募集要項

発 送 件 数 石巻法人会会員企業約1,300社（管轄地域の石巻市・東松島市・女川町の会員企業）その他、関係官
庁・各種団体など　※配布時の既存会員数が上限

発 送 月 毎月（発送日はご希望に添えない場合もございます。季節性や期間限定の広告チラシはご注意ください）

同 封 可 能
サ イ ズ

A4判・B5判・A3判二つ折り可。角2規格の封筒に入るサイズとさせていただきます。ただし、事前に
ご相談ください。（その他、注意事項をご確認下さい）
※枚数が多い場合のホッチキスやクリップ留めは事前にお願いします

内 　 　 容 企業、従業員向けの製品、商品、サービス等の広告　※会員向け特典を付けて頂けると幸いです。

料 　 　 金
下記へ記載の料金となります（発送後に配布した枚数を計算し、ご請求いたします。）
※ただし、正副会長会議で内容を審議し地域社会貢献事業と認められるものについては、料金は無料
となります

会 員 企 業 50ｇ以内　30円 50ｇ以上　50円 非 会 員 企 業 50ｇ以内　50円 50ｇ以上　100円

注 意 事 項

①一部の地域や業種のみの配布はお受けできません
②チラシの内容について、以下の様な記載がある場合はお断りします。
　　※誹謗中傷・公序良俗に反するもの　※法律上取引が禁止されているもの
　　※その他当会が封入は適当でないと判断されるもの
③封入希望チラシは事前に正副会長会議にて審議した上で、同封の可否を決定し認められた場合のみ
　封入出来るものとします
　　※そのため、発送までにお時間を頂く場合がございますので予めご了承ください。

申 込 み 方 法 下記申込書に必要事項を記入のうえ、見本と併せてFAXまたはメールにてご連絡ください

◎低コストで高い宣伝効果が期待できます。
　会員サービスの一環として、法人会からのご案内に貴社のチラシなどを同封し、石巻法人会会員約1,300社（H29.7.1現
在）にお届けします。はがき・封書の郵便代に比べ、低コストでご利用が可能です。
　また、法人会会員企業の皆様へ直接届きますので、高い宣伝効果が期待できます。是非ともこの機会に本サービスのご
利用をご検討ください。

低コストでチラシ・DMが送れます。貴社製品やサービスのPRに是非ご利用ください！

企業PR広告（折込チラシ）同封サービスを始めました企業PR広告（折込チラシ）同封サービスを始めました

・利用のメリット

FAX 93 － 6705　　広告チラシ同封サービス申込書　　平成　　年　　月　　日

法 人 名 〔 会員法人 ・ 未加入法人 〕※いずれかに○印をご記入下さい

所 在 地

ご担当者のお名前 TEL －　　－　 FAX －　　－　

配 布 希 望 期 間 平成　　　　年　　　　月に同封を希望します

◇高い開封率
　法人会からのご案内に同封しますので、DM（ダイレクトメール）より開封率が高い！
　※石巻法人会の広報誌、研修会などのご案内と一緒に貴社のチラシを同封して発送します
◇発送代のコスト削減
　例）A4サイズ50ｇ以内のチラシを郵送した場合 … 1,300通×82円＝106,600円
　　　当会会員で同封サービスご利用の場合  ……… 1,300通×30円＝  39,000円　　   その差なんと67,600円もお得！
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石
巻
地
方
に
は
「
女
川
」
と
い
う
地
名

が
二
か
所
に
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
牡
鹿

郡
女
川
町
で
、
二
つ
目
は
石
巻
市
北
上
地

区
の
女
川（
以
前
は
桃
生
郡
）で
す
。

　

宝
暦
二
年（
一
七
五
二
）四
月
七
日
、
女

川
村
の
飯
田
能
登
道
親
の
屋
敷
で
事
件
は

起
き
ま
し
た
。
当
主
の
飯
田
能
登
が
殺
害

（
翌
朝
死
亡
）さ
れ
て
、
家
臣
の
日
塔
喜
右

衛
門
と
飯
田
能
登
の
妻
せ
つ
が
逐
電
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
二
人
は
南
部
領
ま
で

逃
亡
し
身
を
潜
め
て
い
ま
し
た
が
、
捕
縛

さ
れ
て
仙
台
ま
で
護
送
さ
れ
ま
す
。
十
月

二
十
九
日
に
判
決
と
関
係
者
の
処
分
が
申

し
渡
さ
れ
て
、
十
一
月
三
日
に
喜
右
衛
門

と
せ
つ
は
七
北
田
に
あ
る
仙
台
藩
処
刑
場

で
磔
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
騒
動
の
経
緯
が
「
飯
田
口
説
」
と

い
う
語
り
も
の
と
な
っ
て
庶
民
の
間
に
伝

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
藩
か
ら
検

視
役
人
蜂
谷
六
左
衛
門
が
女
川
村
に
き
て

検
視
を
始
め
た
の
は
六
日
後
の
こ
と
で
し

た
。
蜂
谷
は
「
飯
田
能
登
横
死
致
候
に
つ

き
御
検
視
仰
せ
付
け
ら
れ
相
勤
め
候
一

巻
」
と
い
う
記
録
を
残
し
て
い
ま
す
。
こ

の
文
書
と
飯
田
口
説
か
ら
、
事
件
の
内
容

を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

飯
田
能
登（
三
十
九
歳
）は
、
仮
病
を
つ

か
っ
て
仙
台
詰
め
を
逃
れ
る
な
ど
怠
惰
な

人
間
で
、
女
川
屋
敷
に
見
目
好
い
娘
を
見

境
な
く
集
め
た
り
、
お
気
に
入
り
の
腰
元

二
人
に
酌
を
さ
せ
た
り
舞
わ
せ
た
り
し
て

酒
盛
り
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

彼
に
は
先
妻
の
生
ん
だ
娘
い
と（
四
歳
）

が
居
ま
し
た
し
、
四
年
前
に
暇
を
出
し
た

と
は
言
え
、
男
の
子
を
産
ま
せ
た
妾
も
居

ま
し
た
。

　

一
方
、
後
妻
の
せ
つ
は
、
夫
に
省
み
ら

れ
る
こ
と
な
く
寂
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

　

せ
つ
の
年
令
、
出
自
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

二
つ
の
説
が
あ
り
ま
す
。
二
十
二
歳
説

に
対
し
て
地
元
江
林
寺
の
過
去
帳
か
ら

二
十
六
歳
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
出
自

に
し
て
も
、
一
つ
は
「
一
族
」
の
家
格
を

も
つ
大
塚
伊
豆
幸
頼
の
妹
だ
と
す
る
説
で

す
。
事
実
、
事
件
の
後
、
兄
の
大
塚
伊
豆

は
役
目
を
解
か
れ
る
と
い
う
処
分
を
受
け

て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
五
代
藩
主
吉

村
の
御
落
胤
説
で
す
。
吉
村
が
鹿
狩
り
に

訪
れ
た
際
に
家
臣
の
娘
が
夜
の
接
待
に
出

て
で
き
た
子
ど
も
で
、
桃
生
郡
小
野
の
領

主
富
田
家
が
養
女
と
し
て
引
き
取
っ
て
育

て
、飯
田
家
に
嫁
が
せ
た
と
す
る
説
で
す
。

こ
の
せ
つ
が
、
飯
田
家
の
用
人
を
務
め
る

日
搭
喜
右
衛
門（
二
十
九
歳
）に
想
い
を
寄

せ
て
、「
何
と
喜
右
衛
門
徒
然
じ
ゃ
な
い

か
」
と
声
を
か
け
ま
す
。
当
惑
し
た
喜
右

衛
門
は「
私
は
御
奉
公
で
是
非
な
き
者
よ
」

と
応
え
、四
方
山
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、

「
如
何
に
喜
右
衛
門
よ
う
聞
き
給
え　

私

は
深
山
の
繁
み
の
桜　

さ
て
は
野
に
咲
く

主
な
き
花
よ　

い
ら
ぬ
花
よ
と
振
り
捨
て

ら
れ
て　

無
念
な
が
ら
も
月
日
を
送
る　

花
を
欲
し
く
ば
一
枝
折
ら
れ　

そ
こ
で
喜

右
衛
門
申
さ
る
様
は　

花
の
欲
し
さ
は
限

り
は
な
い
が　

梢
高
く
て
折
ら
れ
は
せ
ま

い　

そ
こ
で
奥
様
申
さ
る
様
は　

さ
て
も

愚
か
や
喜
右
衛
門
殿
よ　

梢
高
く
ば
登
り

て
折
ら
れ　

雪
と
氷
は
へ
だ
て
が
あ
れ
ど

　

解
け
て
流
る
る
谷
川
水
よ　

梅
と
桜
は

へ
だ
て
が
あ
れ
ど　

散
り
て
落
ち
れ
ば
木

の
根
に
帰
る　

月
と
水
と
は
写
り
が
早
い

　

時
を
写
せ
ば
流
る
る
水
よ　

忘
れ
給
う

な
喜
右
衛
門
殿
よ　

心
残
し
て
お
帰
り
な

さ
る　

こ
れ
が
恋
路
の
種
と
や
な
り
て　

文
や
玉
章
折
り
紙
な
ど
を　

送
り
送
ら
れ

妹
背
の
仲
よ
」
と
飯
田
口
説
第
一
段
で
二

人
の
な
れ
そ
め
を
こ
う
語
っ
て
い
ま
す
。

日
搭
喜
右
衛
門
に
は
妻
子
が
居
ま
し
た
。

蜂
谷
六
左
衛
門
が
、
喜
右
衛
門
の
父
親
日

塔
敬
意（
五
十
八
歳
）を
取
り
調
べ
た
記
録

か
ら
、
妻
は
前
年
春
病
死
し
て
い
る
事
が

分
か
り
ま
す
。
娘
の
ゑ
つ（
八
歳
）は
、
労

咳
（
肺
結
核
）の
た
め
寝
た
き
り
で
、
祖

母
よ
ね
（
五
十
歳
）
が
看
病
し
て
い
ま
し

た
が
、
明
日
を
も
知
れ
ぬ
状
況
で
し
た
。

こ
の
様
な
状
況
の
下
で
、喜
右
衛
門
は「
主

の
妻
と
の
不
義
密
通
」「
主
殺
し
」を
犯
し
、

主
人
の
妻
と
の
「
出
奔
」
を
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

蜂
谷
六
左
衛
門
の
検
視
記
録
に
よ
れ

ば
、
能
登
は
額
や
鬢び
ん

ぎ
わ
、
月さ
か

代や
き

ぎ
わ
に

深
手
を
受
け
、
右
手
の
指
と
左
の
手
首
を

切
り
落
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
ま
た
、
膝
、
股
の
傷
は
薙な
ぎ

刀な
た

に
よ
る

も
の
で
、
せ
つ
が
喜
右
衛
門
に
助
太
刀
し

阿 

部  

和 

夫

阿 

部  

和 

夫

石
巻
市
芸
術
文
化
振
興
財
団

石
巻
市
芸
術
文
化
振
興
財
団

理
事
長

理
事
長

「
不
倫
の
恋
の
結
末
は…

」

石
巻
の
歴
史
か
ら 

⑦

〜
飯
田
騒
動
と
根
岸
村
の
事
件
〜



飯田騒動の判決と、事件関係者の処分
〈宝暦２年10月29日〉

人　物　等 内　　　　　容 理　　　　　由

飯田能登家来
日搭喜右衛門（31歳）

・凡下に落とす
・辻の札に３日間さらし竹鋸にて挽く
・市中引き回しの上
・七北田において磔

・主殺し
・主人妻と不義密通
・出奔

飯田能登妻
せつ（26歳）

・凡下に落とし
・七北田において磔

・家来と不義密通
・主殺しの現場に立ち会って喜右衛門
　に従う
・出奔

飯田能登　親類達
・飯田家の家禄は、半分に減らして、
　妾腹の子左門（７歳）に継がせる
・「一族」の家格を召し上げ、「一番
　座御盃頂戴」に降格させる。

・飯田能登横死

飯田庭楽軒（63歳） ・蟄居 ・事件後、数日経ってからの報告は不
　届き

小原太郎左衛門（54歳） ・蟄居 ・事件後、数日経ってからの報告は不
　届き

国分仲之丞（33歳） ・蟄居 ・親戚であるから

飯田彦十郎（38歳） ・蟄居 ・親戚であるから
飯田能登　弟
飯田右近（22歳） ・慎 ・松平右近将監殿に障りのある名を付

　けたのは不届
大塚伊豆 ・御役を除かれる ・妹せつの罪により

飯田能登家老
日搭甚左衛門（53歳）
首藤仲兵衛（42歳）

・家老役召し上げ閉門
・家老役召し上げ閉門

・主人が横死をする重大時に、親類に
　知らせるのも数日経ってからであり、
　配慮が足りず、落人２人を探す手段
　も緩慢であり不届き至極

日塔喜右衛門父
日塔敬意（58歳） ・凡下に落とし田代浜に流罪 ・主殺し等の重罪を犯した者の父であ

　るから。
日塔喜右衛門母
よね（50歳） ・凡下に落とす ・主殺し等の重罪を犯した者の母であ

　るから。
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て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
す
。

※

　

十
月
二
十
九
日
に
事
件
の
処
分
が
申
し

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
田
家
は
、家
禄
を
半
分
に
減
ら
さ
れ
、

妾
の
生
ん
だ
左
門（
七
歳
）に
継
が
せ
る
と

い
う
裁
定
で
家
は
残
り
ま
し
た
。し
か
し
、

伊
達
家
臣
で
四
番
目
の
家
格
で
あ
る
「
一

族
」
か
ら
八
番
目
の
「
一
番
座
盃
頂
戴
」

に
降
格
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

喜
右
衛
門
は
、
侍
身
分
を
剥
奪
さ
れ
て

芭
蕉
の
辻
に
三
日
間
晒
し
の
上
、
竹
鋸
に

て
挽
き
市
中
引
き
回
し
て
、
七
北
田
で
磔

と
い
う
も
の
で
し
た
。
処
分
は
喜
右
衛
門

だ
け
で
は
済
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
八
歳
の

娘
ゑ
つ
は
既
に
死
亡
し
て
い
ま
し
た
の
で

「
お
構
い
無
し
」
と
な
り
ま
し
た
が
、
両

親
は
連
座
し
て
い
ま
す
。

　

せ
つ
に
も
処
断
が
下
さ
れ
ま
す
が
、
気

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

第
一
に
、
せ
つ
は
薙
刀
で
夫
殺
害
に
加

わ
っ
て
い
る
の
に
、「
そ
の
場
に
居
た
」

と
い
う
立
場
を
と
り
曖
昧
に
し
て
い
ま

す
。
第
二
に
、
喜
右
衛
門
は
市
中
引
き
回

し
の
上
磔
で
し
た
が
、
せ
つ
は
磔
に
さ
れ

る
も
の
の
引
き
回
し
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
第
三
は
、
護
送
経
路
を
古
川
か
ら
わ

ざ
わ
ざ
広
渕
に
で
て
小
野
を
経
由
す
る
な

ど
遠
回
り
を
し
て
い
る
の
で
す
。そ
の
際
、

富
田
家
が
護
送
役
人
に
出
し
た
料
理
は

「
鴨
と
菜
」
で
し
た
。「
か
も
う
な
→
構
う

な
→
逃
が
し
て
や
れ
」
の
謎
か
け
だ
っ
た

と
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
意
図
は
通
じ
ま
せ

ん
で
し
た
。
せ
つ
が
御
落
胤
と
す
れ
ば
、

藩
主
宗
村
に
と
っ
て
異
母
兄
妹
の
間
柄
で

す
。
宗
村
が
「
四
角
い
所
を
丸
く
探
せ
」

と
言
っ
た
と
さ
れ
ま
す
が
、
藩
主
の
御
落

胤
と
い
う
配
慮
な
の
で
し
ょ
う
か
、
彼
女

を
か
ば
う
姿
勢
、
特
別
扱
い
が
随
所
に
み

ら
れ
ま
し
た
。

　

不
倫
の
恋
で
殺
人
と
逃
避
行
を
し
た
喜

右
衛
門
は
、
娘
の
死
さ
え
み
と
れ
ず
、
両

親
を
連
座
さ
せ
る
親
不
孝
の
極
み
の
ま
ま

磔
柱
に
縛
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
喜
右

衛
門
の
胸
に
去
来
し
た
も
の
は
な
ん
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。※

　

不
倫
の
恋
に
よ
る
処
刑
は
こ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
女
川
で
も
牡
鹿
郡

女
川
浜
の
勇
蔵
が
書
き
残
し
た
「
萬
ふ
し

き
の
事
扣
覚
帳
」（
勇
蔵
日
記
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
）に
そ
れ
と
読
み
と
れ
る
記
述

が
あ
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た
嘉
永

二
年（
一
八
四
九
）に
、
根
岸
村（
現
石
巻

市
渡
波
地
区
）で
磔
に
処
せ
ら
れ
た
男
が

い
ま
し
た
。
仙
台
藩
で
は
、
七
北
田
の
処

刑
場
だ
け
で
は
な
く
、
所と
こ
ろ
し
お
き

仕
置
と
言
っ
て

犯
罪
の
あ
っ
た
場
所
や
村
で
処
刑
が
行
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
見
せ
し
め
の

意
味
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

男
は
南
部（
現
岩
手
県
）生
ま
れ
の
木
挽

き
を
し
て
い
た
人
で
す
。
長
年
根
岸
村
で

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
他
人
の
女
房

を
切
り
殺
し
て
し
ま
っ
た
為
に
、
吟
味
を

受
け
た
上
、
根
岸
村
に
下
し
置
か
れ
十
一

月
二
十
九
日
に
磔
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

事
件
の
内
容
は
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、

他
人
の
女
房
と
ね
ん
ご
ろ
に
な
り
女
か
ら

の
別
れ
話
に
逆
上
し
て
殺
し
た
の
か
、
そ

れ
と
も
無
理
心
中
を
仕
掛
け
て
自
分
は
死

に
き
れ
な
か
っ
た
も
の
か
、
何
れ
に
し
て

も
他
人
の
女
房
を
手
に
か
け
て
殺
し
た
と

い
う
事
実
は
残
り
ま
す
。

　

勇
蔵
日
記
に
は
、
根
岸
村
は
言
う
に
及

ば
ず
近
く
の
村
々
も
本
当
に
迷
惑
を
蒙
っ

た
。
こ
の
様
な
こ
と
は
、「
堅
く
相
守
可

申
事（
か
た
く
あ
い
ま
も
り
も
う
す
べ
き

こ
と
）」
と
結
ん
で
お
り
、
不
倫
を
戒
め

る
勇
蔵
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
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正
会
員
入
会

㈲
小
松
自
動
車
工
業	

代
表
取
締
役　

小
松　

憲
二　

石
巻
市
元
倉
一
丁
目
十
五

－

十
六

㈱
あ
お
ば
電
設	

代
表
取
締
役　

音
羽　

恵
介　
東
松
島
市
矢
本
字
二
反
走
三
三
七

－

三

農
事
組
合
法
人
黄
金
フ
ァ
ー
ム	

非
公
開

  

㈱
あ
か
ね
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー	

代
表
取
締
役　

武
山　

濵
子　
石
巻
市
蛇
田
字
新
埣
寺
一
八
三

－

八

　
※
前
号
で
お
名
前
に
間
違
い
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。【
誤

↓

濱
　
正

↓

濵
】

　
賛
助
会
員
入
会

正
一
丸
水
産	
代　
　
　

表　

平
塚　
　

正　

石
巻
市
狐
崎
浜
字
鹿
立
屋
敷
六
十
五

東
日
本
電
信
電
話
㈱
宮
城
支
店
石
巻
営
業
支
店	

支　

店　

長　

進
藤　

博
昭　

石
巻
市
恵
み
野
三

－
一

－

三

新 

規 

入 

会 

会 

員 

紹 

介

◇経営者の声を広く集めて有効活用する「法人会○○○○○調査システ
ム」に登録しましょう
◇ベテラン俳優の○○○銀の演技
◇俗に「二本差し」といわれますね
◇あいつ、オレの気持ちを○○○○に
して、勝手なことをやっている
◇○○での作業時はしっかり水分の補
給を
◇集団の中でみんなと考え方などが
違っている者
◇犯人は○○○を使って逃亡している
◇○○コンの設定温度、もっと下げてよ
◇深く切りすぎると物がつかめなくな
ります
◇大きく見えるのが○○レンズ
◇７月２日は、国政に影響を与えるかもしれない東京○○○○議員選挙
があります

［作者略歴］
藤木順平（ふじき・じゅんぺい＝本名・
藤田順一）フリーランスライター。

▪解答を書いたクロスワードを切り取るかま
たはコピーして、ハガキに貼って、住所・氏名・
連絡先をご記入いただき、法人会事務局へお
送り下さい。正解者の中から抽選で法人会オ
リジナル図書カード 1,000 円分を 3 名様へプ
レゼントいたします。〆切は９月末日までとさ
せていただきます。

《ハガキ送り先》
〒986-0032
石巻市開成1－35
石巻ルネッサンス館内
（公社）石巻法人会

  クロスワード係

行 事 予 定

※当会ホームページからも、行事予定がご覧いただけます。 http://www.i-houjinkai.jp

《漢字を使ったクロスワード・パズル》
　年の折り返し点の７月になりました。７月の旧称は「ふづき、ふみづ
き」ですね。そこで「文月」の「文」の字の音読み（ブン）と訓読み（フ
ミ）をヒントにしてパズルを解いてください（タテ・ヨコのカギは順不
同です）。

７月１日 ㈯ 青年部会：豊島法人会青年部会との交流会(1日目) 19:00 居酒屋くいしん坊
７月２日 ㈰ 青年部会：豊島法人会青年部会との交流会(2日目)   9:00 女川ハマテラスほか
７月５日 ㈬ 青年部会：会議所青年部親睦ゴルフ大会   7:40 松島チサンカントリークラブ
７月８日 ㈯ 移動健診車による定期健康診断   8:30 石巻ルネッサンス館
７月９日 ㈰ 青年部会：東新潟火力発電所視察研修会(1日目)   9:00 新潟市内
７月10日 ㈪ 青年部会：東新潟火力発電所視察研修会(2日目)   9:00 東新潟火力発電所はまなす館ほか
７月11日 ㈫ 県青連：第3回租税教育推進委員会 18:30 新仙台ビルディング
７月13日 ㈭ AIU主催ビジネスガード5年3倍計画キックオフ会議 15:30 AIU損害保険㈱仙台営業支店会議室
７月14日 ㈮ 青年部会：ドラッカーセミナー 18:30 飛翔閣
７月19日 ㈬ 女性部会：第3回役員会 14:00 石巻グランドホテル
７月20日 ㈭ 県青連：平成29年度県内部会員交流事業 18:00 ボウルサンシャイン仙台
７月21日 ㈮ アンガーマネジメント講座 13:30 石巻グランドホテル
７月26日 ㈬ 県女連：第2回部会長会議 12:00 新仙台ビルディング
７月27日 ㈭ 県連：第1回事業委員会 15:00 新仙台ビルディング
７月28日 ㈮ “MLB CUP 2017”レセプション 18:30 ウェスティンホテル仙台
８月３日 ㈭ 県連：第1回広報委員会 15:00 新仙台ビルディング
８月４日 ㈮ 県連：第1回事務局職員研修会 14:00 大同生命保険㈱仙台支社
８月６日 ㈰ 河南桃生支部主催楽天イーグルス観戦バスツアー 14:00 楽天koboスタジアム宮城
８月８日 ㈫ 県連：第1回組織委員会 15:00 新仙台ビルディング
８月10日 ㈭ 青年部会：第3回役員会 18:30 居酒屋  壱歩
８月16日 ㈬ 第95回東松島市鳴瀬流灯花火大会協賛 20:00 鳴瀬大橋左岸河川敷
８月18日 ㈮ 青年部会：第1回会員交流会 18:30 北京大飯店
８月19日 ㈯ 広渕夏まつり2017協賛 18:00 広渕小学校特設会場
８月21日 ㈪ 簿記実務講座（第1回） 18:00 石巻商工会義所3階

８月23日 ㈬
平成29年度新設法人説明会 14:00 石巻ルネッサンス館
簿記実務講座（第2回） 18:00 石巻商工会義所3階

８月28日 ㈪ 簿記実務講座（第3回） 18:00 石巻商工会義所3階

８月29日 ㈫
県連：第2回厚生委員会 15:00 未定
簿記実務講座（第4回） 18:00 石巻商工会義所3階

８月30日 ㈬
県連：第2回事務局長会議 12:30 新仙台ビルディング
簿記実務講座（第5回） 18:00 石巻商工会義所3階

８月31日 ㈭ 女川支部税務研修会 14:30 女川町まちなか交流館

９月４日 ㈪ 簿記実務講座（第6回） 18:00 石巻商工会議所3階

９月６日 ㈬
労務管理基本「キ」講座 13:30 石巻グランドホテル
女性部会：第4回役員会 14:30 石巻ルネッサンス館

９月７日 ㈭ 県連平成29年度役職員研修会 14:30 仙台国際ホテル

９月13日 ㈬

第3回正副会長会議 15:00

石巻グランドホテル
福利厚生制度連絡協議会 16:00
第3回理事会 16:30
懇談会 17:30

９月19日 ㈫ かほく支部　税務研修会 15:30 石巻かほく商工会本所
９月20日 ㈬ 東松島支部　税務研修会 15:30 東松島商工会館
９月27日 ㈬ 河南桃生支部　税務研修会 15:30 河南桃生商工会桃生支所

10月３日 ㈫
女性部会：防災料理教室 11:00 JAいしのまき
総務管理講座（第1回） 15:00 石巻ルネッサンス館

10月５日 ㈭ 第34回法人会全国大会福井大会 14:00 福井県産業会館

10月６日 ㈮
六県連東北地区事務局職員研修会 未定 未定
総務管理講座（第2回） 15:00 石巻ルネッサンス館

10月11日 ㈬ 総務管理講座（第3回） 15:00 石巻ルネッサンス館

10月13日 ㈮
県女連第2回研修会 未定 未定
総務管理講座（第4回） 15:00 石巻ルネッサンス館

10月14日 ㈯ 移動検診車による定期健康診断   8:30 石巻ルネッサンス館
10月17日 ㈫ 総務管理講座（第5回） 15:00 石巻ルネッサンス館
10月19日 ㈭ 県連第2回広報委員会 未定 未定
10月20日 ㈮ 総務管理講座（第6回） 15:00 石巻ルネッサンス館
10月24日 ㈫ 総務管理講座（第7回） 15:00 石巻ルネッサンス館
10月25日 ㈬ 東松島支部主催　木村庄之助氏講演会 18:00 東松島市コミュニティーセンター
11月２日 ㈭ 県女連部会長会議 未定 未定
11月10日 ㈮ 第31回全国青年の集い高知大会 14:00 高知県立県民文化ホールほか
11月11日 ㈯ 税を考える週間イベント 11:00 イトーヨーカドー石巻あけぼの店
11月14日 ㈫ 東北六県連平成29年度運営協議会 14:30 江陽グランドホテル
11月17日 ㈮ 県連第2回総務委員会 11:00 新仙台ビルディング
11月18日 ㈯ 移動検診車による定期健康診断   8:30 石巻ルネッサンス館
11月24日 ㈮ 県青連研修事業 未定 未定


